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1. 目的  

 福島第一原子力発電所事故によって放出された放射性物質は地表にあるすべてのものに降り注いだ。牛

の飼料とするため、田圃に広げてあった稲ワラにも降り注いだ。このため、膨大な量の汚染稲ワラが発生

し、その処分に困っている状況である。そこで、汚染稲ワラの除染方法を考案した。 
 
2. 方法 

 汚染土壌と同様に、汚染稲ワラも水洗浄で除染する。 

  

3．結果（平成２４年３月２１日発表） 

 1kg の汚染稲ワラを 40 リットルの水とともにポットミキサーに入れて洗浄し、洗浄後のワラの放射能を

測定した。表１にその結果を示す。３回洗浄で稲ワラの放射能は約１０分の１に放射能が減った。洗浄水

を沈殿させたところ、上澄み液の放射能は１５４．７ベクレル/リットル で、沈殿物は６３４００ベクレ

ル/ｋgであった。 

 この結果、稲ワラの水洗浄は良い除染方法と考えられる。 

     

図１ ポットミキサーで汚染稲ワラを水洗浄（左）、その残留水（右） 

 

表１ 除染効果 
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